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連
載
・
小
水
力

「
温
見
ダ
ム
小
水
力
発
電
所
」が
稼
働

富
山
県
南
砺
市
で「
湯
谷
川
小
水
力
発
電
所
」

運
転
開
始

県
営
ダ
ム
の
一
部
を
民
間
企
業
に
賃
借
し
て
施
設
を
建
設

開
発
か
ら
管
理
・
運
営
ま
で
自
社
グ
ル
ー
プ
で
実
施

山
口
県
農
林
水
産
部

山
口
県
下
松
市
の
県
営
農

業
用
ダ
ム
「
温
見
ダ
ム
」
に

小
水
力
発
電
所
が
完
成
し
、

２
月
１
日
に
稼
働
し
た
。
発

電
式
は
３
月
11
日
に
実
施
す

る
予
定
だ
。

山
口
県
農
林
水
産
部
で
は
、

民
間
企
業
が
県
か
ら
ダ
ム
施

設
の
一
部
を
賃
借
し
て
発
電

発
電
運
営
に
伴
う
リ
ス
ク
を

負
わ
ず
、
新
た
な
収
入
源
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
維
持
管
理
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

温
見
ダ
ム
の
有
効
落
差
は

26
・
６
㍍
。
最
大
出
力
は

49
・
５
㌗
。
年
間
想
定
稼
働

率
は
86
㌫
以
上
、
年
間
予
想

理
者
（
温
見
ダ
ム
は
下
松

市
、
山
の
口
ダ
ム
は
萩
市
、

内
日
ダ
ム
は
下
関
土
地
改
良

区
）
に
支
払
う
。

山
口
県
で
は
、
農
林
水
産

部
の
こ
の
モ
デ
ル
の
ほ
か
に

県
企
業
局
が
既
存
の
ダ
ム
を

使
い
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
事
業
を
手

が
け
て
い
る
。

２
０
１
４
年
に
最
大
出
力

82
㌗
の
「
相
原
発
電
所
」

（
萩
市
）
が
運
転
開
始
。
同

県
が
運
営
す
る
初
め
て
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
る
発
電
所
と

な
っ
た
。
次
に
２
０
１
６

年
、
１
３
０
㌗
の
「
宇
部
丸

山
発
電
所
」（
宇
部
市
）
が

運
開
し
た
。
と
も
に
中
国
電

力
に
売
電
し
て
い
る
。

発
電
電
力
量
は
約
１
０
０
世

帯
分
の
年
間
消
費
電
力
に
相

当
す
る
37
万
０
８
６
３
㌗
時

を
見
込
ん
で
い
る
。
設
置
費

は
約
９
０
０
０
万
円
。

県
内
の
農
業
用
ダ
ム
10
カ

所
の
う
ち
、
温
見
ダ
ム
を
含

め
３
カ
所
で
取
り
組
む
。
こ

の
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
小
水
力

発
電
事
業
は
す
で
に
「
山
の

口
ダ
ム
」（
萩
市
）
と
「
内

日
ダ
ム
」（
下
関
市
）
で
稼

働
し
て
い
る
。
三
つ
の
小
水

力
発
電
所
の
運
営
事
業
者
に

選
定
さ
れ
た
の
は
ポ
ン
プ
メ

ー
カ
ー
の
大
晃
機
械
工
業

（
山
口
県
布
施
町
）。
発
電
機

も
同
社
製
を
用
い
て
い
る
。

２
０
１
８
年
３
月
稼
働
の

所
を
建
設
・
運
営
し
、

売
電
収
益
の
一
部
を

管
理
者
（
市
や
土
地

改
良
区
）
へ
支
払
う

と
い
う
新
た
な
ス
キ

ー
ム
に
よ
る
発
電
施

設
導
入
モ
デ
ル
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
モ
デ
ル
を
使
え
ば
、

管
理
者
に
は
小
水
力

「
山
の
口
ダ
ム
小
水
力

発
電
所
」
は
最
大
出
力

40
㌗
。
同
年
８
月
稼
働

の
「
内
日
ダ
ム
小
水
力

発
電
所
」
の
最
大
出
力

は
49
・
５
㌗
。
大
晃
機

械
工
業
は
売
電
収
入
の

一
部
を
他
目
的
使
用
料

と
し
て
ダ
ム
の
設
備
管

温見ダム小水力発電所
（提供：山口県農林水産部）

購入した遠藤農園の農産品

ソーラーシェアリングでブロッコリーを栽培

水車と発電機
（提供：山口県農林水産部）水車発電機（提供：新日本コンサルタント）

水圧鉄管路（提供：新日本コンサルタント）

新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
富
山
市
）
は
さ
き
ご

ろ
、
富
山
県
南
砺
市
の
湯
谷

川
沿
い
で
建
設
中
で
あ
っ
た

「
湯
谷
川
小
水
力
発
電
所
」

が
１
月
７
日
に
本
格
運
転
を

始
め
た
と
発
表
し
た
。

南
砺
市
を
流
れ
る
湯
谷
川

の
水
を
利
用
す
る
流
れ
込
み

式
の
発
電
所
で
、
最
大
発
電

出
力
は
８
０
４
㌗
と
な
る
。

新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
、
同
社
グ
ル
ー
プ
会
社
で

発
電
所
所
有
者
と
な
る
ニ
ッ

ク
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
富
山

市
）
が
管
理
・
運
営
を
行
う
。

湯
谷
川
上
流
部
で
取
水
し

た
河
川
水
を
新
規
に
設
置
し

た
河
川
沿
い
の
南
砺
市
道
に

埋
設
し
た
圧
力
水
圧
管
路
で

送
水
し
、
湯
谷
川
最
下
流
に

設
置
し
た
圧
力
水
車
（
横
軸

フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
）
に
よ
り

発
電
を
行
う
。
総
落
差
は
約

85
㍍
。
発
電
電
力
は
北
陸
電

力
へ
売
電
す
る
。

同
事
業
は
２
０
１
１
年
に

可
能
性
調
査
を
開
始
。
そ
の

後
、
県
や
市
、
地
元
へ
の
説

事
業
費
は
約
10
億
円
。

水
力
発
電
事
業
は
、
日
本

で
は
こ
れ
ま
で
に
電
力
会
社

を
中
心
に
大
型
ダ
ム
を
利
用

し
た
も
の
が
主
流
だ
っ
た
。

地
域
の
河
川
や
自
治
体
所
有

が
、
民
間
主
導
の
小
水
力
発

電
計
画
は
ご
く
少
数
だ
。

湯
谷
川
小
水
力
発
電
所
は

民
間
事
業
者
が
開
発
す
る
小

水
力
発
電
事
業
と
し
て
は
比

較
的
大
き
な
規
模
と
な
る
。

新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
５
年
、

柿
本
商
会
（
石
川
県
金
沢

市
）
と
共
同
で
金
沢
市
に

「
平
沢
川
小
水
力
発
電
所
」

（
１
９
８
㌗
）
を
稼
働
さ
て

お
り
、
設
計
・
建
設
・
管

理
・
運
営
の
実
績
は
あ
る
。

今
回
運
転
を
開
始
し
た
湯
谷

川
小
水
力
発
電
所
は
国
内
小

水
力
発
電
所
と
し
て
は
第
２

号
案
件
と
な
る
。

明
、
流
量
観
測
、

魚
類
調
査
、
水
利

権
の
取
得
、
試
掘

調
査
や
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
な
ど
を
経

て
２
０
１
６
年
６

月
に
着
工
し
た
。

約
８
年
間
に
及
ぶ

開
発
・
工
事
・
試

運
転
を
経
て
、
よ

う
や
く
本
格
運
転

を
開
始
し
た
。
総

の
農
業
用
ダ
ム
な
ど
を

使
っ
た
中
小
水
力
発
電

は
、
水
利
権
の
確
保
・

採
算
性
の
観
点
か
ら
普

及
が
進
ん
で
こ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
自
治
体
や

土
地
改
良
区
が
管
理
・

運
営
す
る
小
水
力
発
電

所
は
近
年
増
え
て
い
る

ア
グ
リ
と
ソ
ー
ラ
ー
の
シ
ナ
ジ
ー

―
―
キ
ク
イ
モ
か
ら
学
ぶ
、農
と
食
そ
し
て
能
源

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第③回

▼
キ
ク
イ
モ
が
話
題

昨
年
秋
、
『
キ
ク
イ
モ
王

国
』
と
い
う
本
が
話
題
で
あ

る
と
、
出
版
社
オ
ー
ナ
ー
か

ら
贈
呈
し
て
頂
い
た
。
キ
ク

イ
モ
（
菊
芋
）
に
多
く
含
ま

れ
る
イ
ヌ
リ
ン
と
い
う
成
分

は
、
中
性
脂
肪
を
減
ら
し
、

血
糖
値
の
上
昇
を
抑
制
し
、

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・
糖
尿

病
な
ど
の
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
い
う
。

本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
農

家
に
電
話
を
し
た
。
菊
芋
の

名
の
通
り
黄
色
い
花
が
美
し

い
と
い
う
。
山
形
県
で
は
広

く
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
し
か
し
、
筆
者
の
住
ま

い
の
春
日
部
市
の
ス
ー
パ
ー

や
道
の
駅
で
は
、
ま
だ
売
っ

て
い
な
い
。
キ
ク
イ
モ
は
、

栽
培
が
極
め
て
簡
単
で
、
手

が
掛
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
値

っ
て
い
る
。「
も
み
じ
」
と

い
う
品
種
の
鶏
卵
の
自
社
ブ

ラ
ン
ド
は
、『
お
ぼ
ろ
月
』。

エ
サ
に
は
農
園
産
の
有
機
米

と
米
ぬ
か
、
野
菜
、
牡
蠣
殻

な
ど
で
あ
る
と
い
う
。
実

は
、
１
丁
歩
を
こ
え
る
米
作

も
し
て
お
り
、
埼
玉
県
産
の

品
種
の
「
彩
の
き
ず
な
」

で
、
食
味
ラ
ン
ク
特
Ａ
を
初

期
除
草
剤
だ
け
使
用
の
減
農

薬
で
受
賞
し
た
と
い
う
。

農
園
内
を
案
内
し
て
頂
い

た
。
キ
ク
イ
モ
の
現
場
の
ほ

か
、
マ
コ
モ
タ
ケ
の
圃
場
、

さ
ら
に
ウ
コ
ン
の
粉
末
、
か

ぼ
ち
ゃ
（
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
）、

イ
チ
ジ
ク
、
大
豆
茶
な
ど
の

加
工
場
も
あ
り
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
粉
砕
機
や
乾

燥
機
械
、
真
空
包
装
器
な

ど
、
小
型
の
加
工
機
械
を
導

入
し
て
い
る
。
農
業
は
６
次

化
で
な
い
と
営
農
で
き
な

い
。
い
ろ
い
ろ
実
証
的
な
試

み
を
行
っ
て
い
る
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
も
遮
光
遮
熱
素
材

で
管
理
し
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
育
種
に
も
努
力
し
て
い

る
。改
革
派
の
農
家
で
あ
る
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
話
題
に
し
た
ら
、「
ウ
チ
で

も
や
っ
て
る
よ
」
と
の
こ
と
。

現
場
を
案
内
し
て
頂
い
た
。

▼
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

遠
藤
農
園
の
敷
地
は
、
母

屋
、
加
工
場
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
、
養
鶏
場
、
そ
し
て
露

地
農
地
、
さ
ら
に
水
田
な

ど
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
農
地
は
、
母
屋
か
ら
２

０
０
㍍
程
度
。
な
る
ほ
ど
向

こ
う
に
、
50
㌗
の
パ
ネ
ル
が

見
え
た
。
パ
ネ
ル
の
下
で

は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。

遠
藤
農
園
の
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
埼
玉
県
で

も
最
初
の
例
で
あ
る
と
い
う
。

日
射
の
影
響
を
受
け
る
の
で

栽
培
す
る
作
柄
を
、
い
ろ
い

ろ
変
え
て
実
験
し
て
い
る
と

い
う
。
今
年
は
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
作
付
し
て
い
る
。
露

地
も
の
に
比
べ
る
と
、
少
し

成
長
が
遅
い
と
い
う
。

▼
食
の
確
保
と
創
発

今
回
、
訪
問
し
た

加
須
市
は
、
東
京
か

ら
50
㌔
㍍
、
電
車
で

90
分
程
度
。
天
空
率

１
０
０
㌫
の
空
気
清

浄
な
地
で
あ
る
。
東

京
に
近
く
、
積
雪
も

な
い
好
立
地
の
農
業

生
産
地
で
あ
る
。

地
方
と
東
京
を
比

較
す
る
と
、
人
口
密

度
、
都
市
景
観
、
さ

ら
に
は
主
要
産
業
や

職
種
の
違
い
は
、
す

ぐ
に
思
い
つ
く
。
東

京
都
下
も
か
つ
て
は

農
業
の
盛
ん
な
地
で

あ
っ
た
が
、
今
で

は
、
宅
地
や
団
地
、

あ
る
い
は
商
業
地
に

な
り
、
産
業
や
労
働

も
転
換
さ
れ
た
。
金

を
産
む
土
地
へ
の
転

換
が
、
後
押
し
し
た

と
い
え
る
。
そ
の
現

象
が
、
い
ま
地
方
に

も
波
及
し
、
農
業
生

産
が
衰
退
し
、
食
料

の
自
給
率
は
、
生
産

あ
る
が
、
都
市
へ
の
人
口
集

中
は
、
ま
す
ま
す
こ
れ
ら
を

悪
化
さ
せ
る
。

居
住
地
が
東
京
で
も
地
方

で
も
、
食
は
生
き
る
た
め
の

必
需
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

世
界
の
ど
の
国
で
あ
っ
て
も

で
も
同
様
で
あ
る
。
空
腹
が

も
た
ら
す
犯
罪
が
社
会
不
安

の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
に

保
全
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
健
康
維
持
に
お
い
て
も

必
須
要
件
で
あ
る
。

農
業
の
６
次
化
が
農
業
経

営
の
改
善
を
促
す
が
、
そ
れ

は
大
規
模
化
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
後
継
者
不
足
が
も

う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
人

材
育
成
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
第
４
次

産
業
と
呼
ば
れ
る
が
、
農
業

の
６
次
化
に
第
４
次
産
業
を

加
え
、
農
業
の
10
次
化
（
＝

１
次
＋
２
次
＋
３
次
＋
４

次
）
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

い
ま
、
農
業
高
校
の
生
徒

の
活
躍
が
話
題
で
あ
る
。
未

来
は
、
若
者
の
手
に
委
ね
ら

れ
る
が
、
食
へ
の
ニ
ー
ズ

は
、
世
代
を
問
わ
な
い
し
、

世
代
自
体
が
交
代
す
る
。
新

し
い
感
覚
で
、
農
業
と
食
、

そ
し
て
能
源
と
い
う
相
乗
効

果
（
シ
ナ
ジ
ー
）
を
、
同
位

相
で
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
地
方

の
活
力
で
あ
り
創
発
と
な

る
。
今
回
、「
キ
ク
イ
モ
」

に
端
を
発
し
、
新
機
軸
の
農

業
経
営
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
関
係
の
方
々
に
感
謝
し

た
い
。
な
お
、「
能
源
」

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
味
で

あ
る
。

額
で
65
㌫
、
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

で
38
㌫
と
な
っ

た
。
食
料
の
確

保
は
、
重
要
で

け
た
。
そ
こ
の
道
の
駅
で
、

大
粒
や
小
粒
の
キ
ク
イ
モ
を

発
見
し
た
。
購
入
し
て
食
べ

た
。
キ
ク
イ
モ
は
、
形
が
不

整
で
皮
を
剥
く
の
が
大
変
だ

が
、
自
己
主
張
し
な
い
食
味

で
、
健
康
に
も
い
い
の
で
、

好
き
に
な
っ
た
。

キ
ク
イ
モ
に
限
る
こ
と
で

は
な
い
が
、
ひ
と
た
び
関
心

を
持
つ
と
、
多
く
の
情
報
が

入
っ
て
く
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
意
外

に
身
近
な
と
こ
ろ
で
栽
培
し

て
い
る
と
い
う
。
電
話
を

し
、
早
速
、
ク
ル
マ
で
40

分
、
埼
玉
県
加
須
市
の
遠
藤

農
産
を
年
末
の
12
月
24
日
に

訪
ね
た
。

▼
遠
藤
農
園
訪
問

遠
藤
農
産
は
、
キ
ク
イ
モ

が
主
力
で
は
な
く
、
お
米
の

ほ
か
野
菜
、
鶏
卵
な
ど
も
行

段
も
安
い
。
安

い
の
で
手
も
掛

け
な
い
。
し
た

が
っ
て
流
通
す

る
量
も
少
な
い

と
い
う
連
鎖
が

起
き
て
い
た
よ

う

で

あ

る
。

が
、
こ
れ
に
、

少
し
変
化
が
起

き
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

昨
年
12

月
、

別
用
で
長
野
県

青
木
村
に
出
か


